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大東中学校 校長通信４ 

「子ども読書の日」に寄せて  

 

４月 23 日は子ども読書の日でした。その日に東京で子どもの読書活動推進フォー

ラムがあり出席してきました。大東中学校は昨年度の図書館教育の実践が高く評価さ

れ、読書活動優秀実践校として、文部科学大臣賞をいただきました。うれしさととも

に、受け継いだ責任の重さも感じています。  

自分自身の教職の最終章を迎えた中、読書好きな生徒を一人でも多く育てたいと思

います。強制することなく、読書のすばらしさを伝え、自ら本を手にする生徒を育て

たいものです。フォーラムでは、そのヒントをいくつかいただきました。  

私の年齢では 60 歳で役職定年となり、定年が延長されます。数年前から 60 歳後の

人生設計を悩んでいました。 60 歳で役職定年したときには、13 年授業から離れるこ

ととなり、再び授業することは全く自信がありません。また、あと４年の教職を全力

投球して燃え尽きて、スパッと教職を離れようとも思っていました。そんな折、突然

人生プランが降りてきました。 2021 年の本屋大賞２位になった青山美智子「お探し物

は図書室まで」を読んで、突然「退職後、図書館司書になろう」とスイッチが入りま

した。年齢の数だけ１年間に本を読もうとずっとやってきて、この４年間は年間 100

冊以上の本を読んでいます。読書をすればするほど、様々な知識が繋がったり、生き

方のヒントをもらったりしています。読書によって人生が豊かになり、よりよく変化

していると言っても過言ではありません。「お探し物は図書室まで」に、小町さゆり

という図書館司書が出てきます。一見そっけない人ですが、「あなたにはこの本とこ

の本とこの本」と、全く相手に関係なさそうな本を紹介します。そして、それを借り

て読んだ人の人生が変わっていきます。本を貸すときに、付録の羊毛フェルトが付い

てきます。本と羊毛フェルトをもらった人の人生が変わっていく。読みながら、「そ

ーやね、本は人生を変えるよな」と共感し、司書の仕事に魅力を感じたわけです。  

実は私は大東中学校の校長でありながら、今年度から近畿大学の通信教育で図書館

司書の資格取得に挑戦しています。近畿大学に入学しました。 11 の教科書を読んで

2000 字のレポートを提出し、その後試験を受けます。これにプラスして、メディア授

業を２教科受けなければいけません。 45 分のメディア授業を 15 コマ受講し、毎回テ

ストがあり、満点取らないと次に進めないそうです。 15 コマクリアの最後にテストが

ありそれもクリアしなければいけません。これを一年間で挑戦すると今年の２月に決

めました。まだ、レポートを６つ提出して、半分が合格しただけで１合目にも至って

いない感じです。通信教育に挑戦しながら、今年は読んだ本を人に紹介するポップの

文章も作っています。36 たまりました。生徒たちにいい本を紹介したいと思います。

「お探し物は図書室まで」の小町さゆりのように、その子の人生を変えるような本を

紹介できるようになりたいと思います。              （2023.4.24） 
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大東中学校 校長通信 26 

読書の秋に 

 

 先々週に滋賀県学校図書館研究大会が本校で開催され、読書について考えることが

増えました。時々、この通信でも読書の素晴らしさと重要性について書いてきました

が、今回もそのことを伝えたいと思います。閉会式で、「一冊の本が人生を変えるこ

ともある」と言いました。教職に就いたときに、尊敬する先生から「教員の仕事は勉

強だ。教えることではない。自分自身が学び続けることだ。とにかく本を読め。何で

もいいから月に１万円は本につぎ込め」と助言されました。私は、数年間まずは毎月

１万円分の教育や部活指導に役立つ本を買うところからスタートし、その本を並べて

おいて、時間を作り読んだものでした。教育雑誌も今よりたくさん出されている時代

で、毎月４～５冊読んでいました。月１万円ペースで教育書を読み、日々実践してい

く中、学校は荒れていましたが、今から思えば理論と実践が往還できた時期となりま

した。ただ、野球部の指導は強いチームを作っても勝ち切ることができませんでし

た。そんな中、読書の転機は教員生活６年目にやってきました。  

 現在、長浜市教育委員会教育長をされている織田恭淳氏から「河地は野球のことば

かり勉強しているから勝てないのだ。野球以外の勉強をしろ」と、広岡達朗（プロ野

球監督）の「勝者の方程式」と米長邦男（棋士）の「運を育てる」と立花隆（ジャー

ナリスト）の「宇宙からの帰還」の３冊をいただきました。棋士の本も宇宙の本も読

むのは初めてでしたが、30 代では意識的に「教育書は読まない、異分野の方から学ぼ

う」と読書の姿勢が変わり、読書の幅が広がりました。雑誌「致知」を定期購読し始

めたのも 30 代でした。これが分岐点になりました。  

 私は本と出会い、その作家が気に入ると、その作家の作品を全部読みたくなりま

す。そして、その人の人生のテーマを考えます。これまで作品のすべてを読んだの

は、将棋では米長邦男、羽生善治、囲碁では藤沢秀幸、野球では野村克也、遺伝子学

者の村上和雄、宗教学者の山折一雄、数学家の藤原正彦、教育では東井義雄、森信

三、藤原正博です。小説では山崎豊子、東野圭吾、池井戸潤、百田直樹、島本理央は

全部読みました。司馬遼太郎は、「街道が行く」シリーズをあと数冊残すだけとなり

ました。また、青山美智子も近年マイリストに入りお気に入り作家となりました。校

長通信第１号で「縁尋機妙・多逢聖因」という言葉を紹介しました。人と人との縁は

実に不思議なもので、よい縁がさらによい縁を尋ねて発展していく様は誠に妙なもの

という意味ですが、人と人との出会いだけでなく、本との出会いが、次の本との出会

いにつながったり、本が新たな人と出会わせてくれたりする経験もしてきました。  

 ちなみに 20 代の時期に一番読んだ教育書は坂本光男の集団作りシリーズでした。

今の時代でも通用する実践であり、今の若い先生に・・と感じるあたり私も年も取り

ました。どうぞ気が向くままに良書にふれる秋にしてください。   （2023.10.23） 
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人生をかえる一冊と出会える秋  

 

 今日は全校ビブリオバトルです。人と本をつなぐ、そんな時間になることを楽しみ

にしています。学級担任の先生が、自分のおすすめ本を生徒に紹介していました。

「もし私なら」と考えて２冊紹介します。  

 将棋の世界では先日、藤井聡太が史上初の８冠を独占し大きな話題となりました。

2002 年生まれなので 21 歳という若さです。少し前の時代（ 1996 年）では、羽生善治

が当時の全タイトルの７冠を独占した時代もありましたが、そのとき羽生善治は 25

歳。将棋の世界では、過去の棋譜を覚えているという記憶力が勝負を分けることもあ

り、若いときに力をつけて一気にトップにのし上がることがほとんどです。そして 30

代、40 代では少しずつ勝てなくなります。そんな将棋界で米長邦雄（ 1943～2012、元

日本将棋連盟会長、元東京都教育委員）は、「名人」というタイトルに若いときから

７度挑戦し逃しましたが、49 歳 11 か月で初めて名人となり、50 代で在位した最初で

最後の名人でした。そのあとに出されたのが「運を育てる（祥伝社）」でした。私は

この本を読んだときに、単に運を育てるとか、ツキを呼び込むというレベルでなく、

生き方そのもの、普段の心がけ、工夫した勉強法が大切だと思いました。米長の言葉

を借りると、「勝利の女神には判断基準がある」、「惜福・分福・植福の心がけ」、「知

識や記憶は捨ててこそ役に立つ」、「人生の極意は運・鈍・根」、「地の気を味方にす

る」等があり、歴史や文化を背景にした多くの考えに共感をしました。将棋以外の勉

強をたくさんされているその人間性に引かれ、当時この本に出てくる関連本をすべて

読みました。この経験を通じて、様々な考えや価値観を読書によって広げることとな

った一冊でした。  

 ２冊目は青山美智子の「お探し物は図書室まで（ポプラ社）」です。青山美智子は

３年連続本屋大賞にノミネートされ、とても読みやすい作品が多いです。全作品ほっ

こりします。「お探し物は図書室まで」は短編５話です。人生や仕事に疲れた様々な

人が図書館を訪れます。21 歳の婦人服販売員、35 歳の家具メーカー経理部、40 歳の

元雑誌編集者、30 歳のニート、定年退職した 65 歳の男性が図書館へ訪れたときに、

小町さゆりという図書館司書が対応します。いつもピンポン玉みたいな丸いものに針

をザクザク刺して作業をし、少し愛想も悪い感じです。最初の 21 歳の女性が「パソ

コンの使い方が載っている本を」と頼みますが、そこで司書の小町はその女性から

様々な話を聞きます。その結果、「ぐりとぐら」という絵本を渡す。そして本と一緒

に、付録としてお手製の羊毛フェルトを渡します。こんな風に自分には関係ない本を

紹介され不思議な感覚で図書館を後にする人の人生が変わっていくのです。子どもに

とって最適な助言ができているのだろうかを考える一冊となりました。そして、将来

図書館で働きたいとスイッチが入りました。           （2023.10.23） 
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本との出会いで人生が変わる 
 

良き書物を読むことは、過去の最も優れた人達と会話をかわすようなも

のである。（デカルト） 

一冊の本に人生を丸ごと変えてしまう力がある（マルコムＸ） 

心にとっての読書は、身体にとっての運動と同じである（リチャード・スティ

ール） 

良い本は私の人生におけるイベントである（スタンダール） 

旅行に行く余裕がなくても、本を読めば心の中で旅することができる。本の世界では、何でも見たいものを

みて、どこでも行きたいところに行ける。（マイケル・ジャクソン） 

 

数学家でベストセラー作家の藤原正彦さんは「一に国語、二に国語、三、四がなくて五に算数・・」と数学

を極めるためにも国語の重要性を話されます。そして、読書に力を入れ、すべての教科や分野の土台とな

る読解力を養うことが小学校・中学校時代の最も大切な学習と断言されます。 

また、人との出会いで人生が変わるように、良書との出会いでも人生がかわることを、多くの先人は教

えてくれます。一冊の本との出会いから、新たな興味が生まれたり、チャレンジにつながったりすることも

多いです。私は３年前に『お探し物は図書室まで（青山美智子）』を手にしました。たまたま、本屋大賞に３年

連続でノミネートされていた青山美智子という作家に興味がわき軽い気持ちで読みました。短編５話で中

学生にとっても読みやすい作品ですし、本校の図書館にもありますので、是非とも読んでほしいと思いま

す。 

この小説は、人生や仕事に疲れた様々な人が図書館を訪れます。２１ 歳の婦人服販売員、35 歳の家具

メーカー経理部、40 歳の元雑誌編集者、30 歳のニート、定年退職した 65 歳の男性が図書館へ訪れ

たときに、小町さゆりという図書館司書が対応します。いつもピンポン玉みたいな丸いものに針をザクザ

ク刺して作業をし、少し愛想も悪い感じです。最初の 21 歳の女性が「パソコンの使い方が載っている本

を」と頼みますが、そこで司書の小町はその女性から様々な話を聞きます。その結

果、「ぐりとぐら」という絵本を渡します。そして本と一緒に、付録としてお手製の羊

毛フェルトを渡します。こんな風に自分には関係ない本を紹介され不思議な感覚で

図書館を後にする人の人生がその本を読んだ後に変わっていくのです。 

これを読んでほっこりした私は、図書館司書の資格をとるために昨年度一年間、

通信制の大学に籍をおき、仕事が終わったあとに講義を受け、レポートを提出し、試

験に合格し図書館司書の資格を取りました。 

まさに、本との出会いで人生が変わりました。生徒の皆さんにも、よい本と出会

い、豊かな人生を歩んでほしいです。 

み し ま 
大東中学校 学校だより 

№ ９ 

2024年 11月１日 

校長 河地 誠 

おみくじコーナーにも人生のヒントが 
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活躍の秋 努力の足跡 

◇文化祭・合唱コンクール（１０月８日） 

 グランプリ ３年 A組   ダイナミック賞 ３年 C組  グッドハーモニー賞 ３年 B組、１年 A組 

 ※３年３クラスは米原市音楽祭（山東部）に参加し、素晴らしい合唱を披露しました。多くの関係者から賞賛の

声をいただきました。 

◇秋季新人大会（１０月１８日） ※陸上競技部のみ全県の大会、他はブロック大会 

 ・陸上競技部 男子２００ｍ 清水勇汰 ３位（２３秒９２） 

 ・サッカー部 大東０-４豊日 

 ・ソフトテニス部 団体 大東２-１多賀、大東１-２双葉 ベスト４ 

            個人 吉田絢寧・児玉陽菜ぺア 優勝、岩島凉・三原優舞ペア ベスト８  

→ ２ペアが県大会（11/3）に出場 

 ・男子バスケットボール部 大東８９-５８湖北 Cゾーン１位 

大東６２-８５びわ、大東４０-８７長浜北 

 ・女子バスケットボール部 大東４１-３７湖北・びわ、大東２４-４８長浜北、 

大東５６-２０浅井 ３位 

 ・女子バレーボール部 大東２-０米原、大東２-０双葉 優勝 →県大会（11/４）に出場 

 ・卓球部 団体 ４位（２勝３敗）、個人戦 高畑琴羽 ベスト１６ 

 ※前号で各部の部長・副部長を紹介しましたが、芸術・創作部は文化祭に向けて３年生中

心の活動だったため未決定でした。この度、平塚凛さんが部長、藤田知佳さんが副部長と

なり、山東文化祭への出品に向けてがんばっています。 

 

 

 

 

 

夏から秋にかけて大きな行事が続きましたが、「さすが 3年生」と感じる場面が多かったです。また、進路実現

に向けて地道な努力ができている人も多いです。3年生の頑張る姿は下級生にもよい影響を与えます。先日、生

徒会役員選挙が行われましたが、立候補者５人とその推薦人の熱い思いには感動と、歴史と伝統を引き継いでく

れるという期待感が生まれました。行事後の学校生活でも目標を持って、みんなで頑張っていきましょう。 

日々の生徒の頑張りの様子を https://daito-j-maibara.edumap.jpにアップ中です。どうぞご覧ください。 

有志の発表等もとてもレベルが高かったです 生徒会企画も楽しい演劇でした 

米原市青少年育成大会で

作文「ネット以上に大切に

したいこと」を発表する塚

口春香さん 

滋賀県交歓スポーツ大会卓

球の部で３位に輝く田中友

菜さん 

１年生と保護者と事業所担

当者の前で堂々と職場体験

学習の報告をする２年生 

将来の目標、生き方につい

てじっくり考えていこう 

おめでとう！科学部が第 78

回滋賀県児童生徒科学研究

発表会で最優秀賞を受賞 
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大東中図書館 概要 教室1つ分の小さな図書館

• 生徒数 240名（学級数 8）
• 蔵書数 約7800冊
• 朝読書 （毎日１０分 全員で読書時間）

• R１ 学校司書配置
• R4 図書館システム 「情報BOX」 導入

• オリエンテーション （4月 新入生対象）
• ビブリオバトル （全校）

・読書支援に力を入れる ・学習資料の整備・活用が課題
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Before ： 利用が少なく、存在感が薄い

課題

「汚い」
ホコリ・クモの巣

古い本が目立つ

掲示物の劣化

「活気がない」
来館者が少ない

司書がいない

使う意識がない

椅子が上がっている

入口に魅力がない

「暗い」
書庫のよう

分類記号・見出し×

展示・飾り×
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改善

「明るい」
掃除・除籍

展示コーナー

季節の飾り

「使いやすい」
分類記号・見出し

配架の工夫

図書館システム導入

「人がいる」
貸出数の増加

休み時間の居場所

学校司書（週2日）

After ： 居心地よく、来たいと思える場所に

・ 生徒と共に
リニューアル実施

・ 学習の場として
使える配置に
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取組① 館内展示・イベントの工夫 ようこそ図書館へ！

• いろんな本に出会える

• 本以外の楽しみがある

• 安心して過ごせる

〈居場所としての図書館〉
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取組② 館外での印象づけ 図書館利用につなげる

・「先生のおすすめ本」 展示

・新聞コーナー / 詩の紹介

・新着本の紹介（本の帯）

・企画展示

先生のメッセージつき

11



取組③ ビブリオバトル（書評合戦） 学級で・全校で・自由参加で！

・読書意欲の向上

・読書の幅を広げる

・本を通して自己表現

生徒にとって「楽しい活動」

であることを大切に！
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今後の展望

どのような図書館にしたいか（コンセプト）

① 生徒が来たい！と思う図書館

② 安心・安全な情報を提供する図書館

③ 様々な活動に使える図書館

読書センター 学習センター 情報センター

☝現在地
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安心・安全な情報を提供する

インターネットは 「情報の大海原」「情報の洪水」

学校図書館は 「安心して水慣れできる遊泳場」のような場所
琵琶湖ならば、湖水浴場

• 学校図書館の本は、専門家・司書・教員が選んだ本が中心、比較的安心して使える

• インターネット・図書館の本、どちらも活用できるようにする

• 授業で使われる見込みのあるものを優先的に整備する（ニーズの把握）

• 生徒を将来の公共図書館利用につなげる（生涯学習・リスキリング）

調べ学習は、インターネットが主流？ 図書館の本が使われない

●「図書館を使うメリット」を伝える 情報の信頼性、発達年齢に適した本、司書のサポート
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様々な活動に使える（場としての活用）
全ての生徒を図書館につなぐ 先生方の協力が不可欠

・授業の場として活用できるようにする 利用計画を立てる

・読書・学習以外の活動にも使い、来館のきっかけを作ってもらう

（例）懇談、部活ミーティング、生徒会活動、英検対策・・・

「居場所」としての役割
・教室、保健室のように、生徒が安心・安全に過ごせる場所の一つになるように

いつでも利用できるよう、人が居て、迎えてあげられるのが理想

課題 学校司書の出勤 週2日（昼の貸出～放課後利用に対応 滞在３～4時間）

先生方は授業・学級担任・部活指導と多忙、相談時間を持つことが難しい。
図書館活用推進に伴い、勤務時間数の見直しも必要になるのではと考えます。

「色」について調べたい！
（生徒会メンバー）
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